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はじめに

私たちカ書生活をいとなんでいる地球(E･･th)の姿は永

久不変のように思われカミちですがこれは私たちの短い

一生と比べるためにおこる錯覚であって休む間もなく

絶えず変化しています.それはちょうど私たちがこ

の世に生まれいろいろの時代や変化を経て現在に至り

そして未知の将来へ向かって生活をいとなんでいるのと

同じように地球は誕生して以来長年の間にいろv'

ろの変動を経験して今日私たちの目に映るような姿に

なり未来へ向かって進んでいるのです.

最近では人工衛星が宇宙(U･i…S･)を飛ひまわり

月世界への旅行も1時間の問題とさえいわれるほどに科学

が進歩し私たちの生活も以前とは比べものにならた

いほどにより科学的になってきました.そのために

ともすれぱ科学のカをもってすれぱどんなにむずか

しいことでも打ち破ることができると考えカミちです.

それは私たちの眼前に映る科学文明のはなやかさにまど

わされて起こる過信であって多くのすぐれた学者たち

カ茎全智全能を傾けた努力の結晶である現代科学の力も

大自然の力の前にはまだまだじゅうぶんではありま

せん.

たとえば多くの犠牲者を出すことがしぱしばある火

山(VO1can0)の爆発や台風(Typh00n)地震(Earthqu'

ake)などを未然に防ぐことは現代の科学のカをもっ

てしてもまだできません.でも科学煮たちは自

然の猛威を屈服させまたその大きなカを私たちの生

活に何とか役立たせようとして日夜努力をしているの

で将来きっと科学のカが自然の暴威に打ち勝つ時がく

るにちがいありません.

今さらいうまでもなく私たちは絶えず自然の脅威に

さらされおびえ祖がら生活しているのですが一方

私たちは自然の恵みなしではとうてい生活してゆくこと
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ができません.すべての正しい科学は私たちのしあ

わせのためにありそして発達してゆくわけですから

私たちカミ地球に支えられて生活している以上広い意味

では地球に結びついていると見放すことができます.

そしてその中心を桂す地球の表面や内部についていろい

ろの面から研究する学問カミいわゆる地質学なのです.

私たちの想像もおよぱないような長い年月といろいろ

の変動を経験してきた地球については多くの不思議な

ことや私たちの生活に直接結びついた現象がみられま

す.これからしぱらくの間私たちの生活と地球との

結びつきや地質学の役割りなどについていろいろの

面から観察してみましょう.

2.宗教と地学

地質学を中心に述べようとする本文でv'きなり宗教

と地学といういかめしい題カミ出てきたので皆さんはさ

ぞ驚かれたことでしょう.そしてきっと宗教と地

学とは何の関係もないじゃないかと思われたにちがいあ

りません･ところが地学研究の少なくとも初期のこ

ろには決して無関係ではなかったのです.まあしぱら

くの聞Lんぼうしてこの後を読んで下さい.

天体に関する科学カミまだ発達しない大昔私たちの祖

先は地球上にみられる自然界のすべての現象を神様

の思L宿しによるのだと考えていました.そして地球

を含む宇宙は一番えらい神様か数人の神様たちによっ

て創造され支配されていると考えていたのです.当

時の人たちがこのように考えていたということはた

とえば旧約聖書の中にみられる神話一神様が棋界を6

日間で創造した一放どによっても容易に推察されます.

ですから当時の教会の権力は非常に強く人々は教会の

教えのままに物事を考えたり行動したりしていたわけ

です.

もっとも科学文明が驚異的に発達している現代ですら

○○教･×X宗などが多くの人々の心をとらえているく�
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第1図ラプラスの仮説

回転する巨大往ガス状星雲

(1)は灼熱オ犬態にあった

がだんだん冷え次鶴に回

転速度が臭くなるそし

てついに赤道で遠心力が

早くなってゆくうちに星

雲からの求心力の働きによ

って赤道のところでガス

状の環が分離するように校

る(2)これらの環は回転

しているうちに次第にち

ぎれて惑星になり(34)

中心の塊は太陽となった

らいですから心の支えをもたない当時の人々カ茎教会の

教えにすなおに従ったとしても決して不思議ではあり

ません.

当時の教会は｢人間は万物の長であるから人間の住んで

いる地球は宇憲の中心であり敵止しているのだ｣と人々に

教えていました.しっかりした科学的根拠をもたない

このような誤った解釈は約1500年間も続いたのです.

ですから今から2000年あまりも前に地球が球状をな

していることをつきとめたギリシャの科学者たちのす

ぱらしい成果も多分教会の圧力を受けて結局は

｢宇宙の中心は地球であり太陽(Sun)をはじめすべての天

体は地球の周囲を運動している｣という結論を出す破目

に陥ったのです.そのためにこの成果はその後進歩

することができなかったのです.ところカミ今から約

400年前に天才的な天文学者として知られているポ

ｰランドのニコライ･コペノレニクスという人カミr地球は

宇宙の中心に静止しているのではなく他の*惑星(Planet)と

同じように太陽の周囲を円を描きながら回転している｣とい

う新しい説を出して反響を呼びました.

*惑星･･太陽のまわりを周期的に動く天体のうち比較的に

大きい9コのもの一水星(Mer㎝ry)金星(VeΩus)

地球(Earth)火星(腕rs)木星(Jupitar)土星

(Satum)天王星(Uranus)海王星(Nepωne)

冥王星(Pluto)一をいう

ところカ茎従来の教会の教えを真向うから否定するこ

の説とこの説を支持する学者たちははげしい迫害を

受けることになったのです.私たちがよく知っている

ガリレオも散々苦しい目にあわされたしイタリアのジ

ョノレダノ･ブノレｰノという学者は画歴1600年にロｰ

マで生きたまま焼かれてしまいました.しかし当

時の科学者たちはどのよう桂迫害を受けようとも自

分の信念に生き身命を投げうって宇宙の真理地球

のナゾの探究にはげんだのです.そして｢万有引力の

法則｣*が発見されたのをきっかけとして私たちの地

球の起源についての研究はいよいよ飛躍的な第一歩を

大きく踏み出したのです.

第2図ジｰンズの仮説

原始太陽(a)の近くを通る

巨大な恒星(b)の引力によ

って太陽の一部がもぎと

られ遂に惑星(C)が形成

された

*万有引力の法則･･すべての物体と物体との間に普遍的に

存在している引張り合う力を万有引力といい引力の大

きさは物体の質量の積に比例しその距離の2乗に反

比例する

3.地球の起源

今から300年ほど前にアイザック･ニュｰトンとい

う人カミr万有引力の法則｣というものを発見しました.

ニュｰトンは1643年1月4日にイギリスの農家に

生れました.そしてケンブリッジ大学で数学や物理学

を学びその後20年もかかってこの法則を発見したので

す.ニュｰトンカ量この法則を完成するのにはリンゴ

が木から落ちるのがきっかけになったそうですが科学

の世の中に生きている私たちはどんな小さな現象にも

探究心をもやすことカミ必要のようですね.もしニュ

ｰトンがその時にリンゴが落ちるのを見なかったとし

たら天体の研究はもっともっと遅れてv'たかもしれま

せん.

万有引力の法則カミ発見されると天体について研究し

ていた学者たちはこの法則を用いて地球やその他の

天体の起源や運動などについて科学的に説明しようとこ

ころみました.そしてカントという人がこの法則を

用いて1755年にはじめて星雲説(Nebu1arhypOthe･

SiS)という有名祖地球の成因説を発表したのです.こ

の説をわかりやすくいえぱ｢地球を含む太陽系*(Solarsys･

tem)の天体ははじめ非常に高温のガス体で絶えず回転して

円盤状をなしていたがその後このガス体は冷えて収縮すると

ともに回転が早くなりついにはちぎれ大きな塊は小さな塊

を吸着して一層大きくなった.このような運動を繰り返しなが

らかたまりは次第に大きくなり現在みられるような天体にな

った｣ということになります.

*太陽系･･太陽惑星(9個)とその衛星*ISate11ite

(26個)小惑星(1150個以上)彗星*筥(Comet)流星*o

ShootingstarorMeteorなどを一括して太陽系という�
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策3図ジｰンズの仮説

第2図の原始太陽から笑劇したポｰスイ形の腕

(ジｰンズ1まこれをフィラメントFi-ame煎と

123-5む7昌ヨlO呼んだ)が後に惑星に分かれたしたがっ

て太陽に近い方(番号の小さい方)の惑優は小

形中央都のものは大形である1水屍2金星3地球4火星5小

惑星6木羅7土居8天ヨ王星9海王璽10冥王星

刺衛星･･惑星のまわりを回転してちょうど太陽のまわ

りを回っている惑星のような関係にある天体

*聖彗星･二ふつう'.ほ一ぎぼし",ともいわれ頭部のまるい

中央のよく輝くところを核(直径200～数1000km)これ

に続く光の強い部分を髪核からの粒子が解体してガス

状になり燃えて尾(10脈mにおよぶ)をひくものがあ

るこの星は拠物線楕円双曲線の軌道をもってい

る(カット写真)

*1流星一明星とも呼ばれ宇宙に浮遊している小さな天体

が地球の大気中に突入して大気とのマサツによって熱

と光を出す

有名なフランスの天文学者ラプラスも1796年に星

雲説と同じような説を発表しました.ラプラスの説を

かんたんな図で示すと第1図のようになります.しか

しこの説には多くのむじゅんのあることカミその後の研

究によってわかりました.ゼくっかのむじゅんのうち

最も大きなものは太陽の回転速度カ茎きわめてゆっくりし

ていて理屈に合わないという点です.その後チェン

バリンやモｰルトンらの微惑星説(Planetesima1hypo･

thesis)ジｰンズやジェフリズの潮汐説(Tidaltheory)

だとが相次いで出てきました.微惑星説と潮汐説とは

似たよう枚もので一口にいえば｢太陽系に属する天体は

元々高温の1つの大きな塊をなしていたがあるときに恒星*

(Fixedstar)がこれに接近したためにその恒星の引力によ

る潮汐作用とそれまで積り積っていた膨脹力によって鰻発

分離しっいには個々の天体となった｣ということになります.

これを図で示すと第2,3図のようになります.

*恒星･･太陽のようにそれ自身が光を出す天体常に位置

を変える惑星と比べると少しも鍬かないようにみえるの

でこのような名前がつけらたれが実際には動いている

大きさはだいたい太陽と同じ位であるが中には太陽のI

数100倍に達する直径をもつものもある

その後も太陽系の起源についてはいろいろの説が発表

されたのですがその多くは星雲説や潮汐説と大同小異

のものでした.ところカ茎オ･ユ･シュミットとv･う

人を中心とする科学者たちカミ1943年以来太陽系に属

する天体のでき方やその後の進化についていろいろの

面から研究を行なった結果従来の説の誤りを理論的に

指摘しまったく新しv'説を発表しました.それは｢地

球やその他の惑星は低温で塵のようだ限石恭Meteolite

状の物質がかたまってできた｣という説です(第4図).

*明石･･流星の燃え残りが地上に達したもので大きさは

ふつう重さ数トンのものから塵状の微細なものまである

一般には主成分によって唄鉄(ニッケル鉄からなる)

屑鉄眼肩(ニッケル鉄と珪酸塩鉱物からなる)石質噴石

(珪酸塩鉱物を主とする)の3種に区別される

この説はまだ検討の余地が残されているのですが

これまでに発表された多くの説の中では現在最も信用

されているものということができそうです(第1表).

これまでかんたんに書いてきましたのでとくにシ

ュミットの説と他の説との違いがよくわかってもら

え放かったのではないかとv'う懸念カミありますカミ紙数

鯉撃1'簿撃･一
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鮫･襲勤

〃穴

翻＼

･､

⑧

＼

ノ＼

＼

第4図シュミットの宇宙塵

説(1944年)(図説･地挑の歴

史よヅ)

右図原始カスｰ塵雲

(県間物質)が中央の大腸のま

わりに捕捉されそれから多

数の小天体がつくられる一

進化の第1段階

左図小天体の摩い円盤と

小天体とがしだいにあつまっ

て惑星になる一進化の第2

段階(べ･ユ･レｰウィン

1959年による)�
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の都合でこれ以上に詳しく述べることができませんの

でミュミットの説とその他の説との違いのうち地球

を造った原物質が果たして高温であったかまたはどち

らかといえぱ冷たかったかという点について述べて

先へ進むことにします.

星雲説や潮汐説では地球やその他の惑星の原物質は

ガス状で高温状態にあったと述べています.その論

拠になったおもなものをわかりやすくいえぱ①太陽や

恒星は現在でも灼熱状態にあるから太陽の周囲を一定

の規則性をもってまわる惑星の原物質は太陽などと同

じ｡よう枝状態にあったに違いない②地球上にみられ

る火山活動は灼熱状態にあった時の名残りであるという

こと柾どです.このように書きますと地球はやはり

灼熱状態から冷えて収縮して現在のよう放姿にたった

のだなあという感じがしますがこれについては多くの

ムジュンがあるのです.たとえば地球上にみられる

火山活動は特定の地域に限られていますがなぜそこに

しか火山活動が行なわれたいのかということにっいては

これらの説では理論的に説明することカ主できないので

す.

一方シュミットの説を正しいと見なした場合r地球

がもし冷い物質からできたものであるならば火山活動が起こ

るのは不自然ではないか｣という疑問がもたれやすいの

は当然です.シュミットはこの問題についてr地球

内部に蓄積された放射性物質が長い間に分解を起こして放

射熱を出しこれが蓄積されて遂には火山活動を引き起こすよ

うになった｣と説明づけています.これについては後

で改めて述べることにしましょう.

さて地球がどのようにしてできたかという問題につい

ての説明も荒けずりながらどうやら終わりに近づい

てきました､地球をはじめ天体の起源についてはよ

り詳細な研究が進みより正しい説カ油てくることでし

ょう.長い年月と多くの人たちによってようやく過去

のべ一ノレをぬごうとしている地球は現在とのように

なっているのでしょうか?

(筆者は鉱床都)

第1表太陽系起源論一覧表

(地球進化論付表から)

創�名�発�星雲の形式�惑星の形成�太陽系の諸性質

���星物星実�物初惑実形地�

説��表�雲質雲現�質期星現成球�離軌公軌惑惑惑自自衛衛太角太太順

���のののの�のののののの�

者�称�年�有出成可�出状成可時年�遣転遣星星星転転陽運陽陽石心星星傾方半の質大方周自動質組組

���無所因否�所態因否期令�率斜向径型量気向期系数転量量成成

チェンバリン�微惑星説�1905�有太陽潮汐X�星雲粒融解△後�○○○○△△△△△×××△

ホイル�新星説�1946�･伴星爆発○�｡･重力△･1�O○○△△△△○△△△

ホイツプル�光圧説�1947�･銀河光圧△�･･光圧△同�△△△△△△O○△

アルフェン�電磁説�1942�･〃重カ△�･･磁力X後�○OO△○△△△△O○○○

シュミット�宇宙塵説�1951�･･放熱○�｡｡放熱○･7�○○○○○△OOOO○○○○O○

カント�星雲説�1755�〃�･環凝縮×同�○○○△×△△△×○×○

ラプラス�〃�i796�"�"〃〃×〃�○○○△×△△△△○×○

フアイｰ�粘性説�1884�"�"〃〃×〃�○○O△○△△△△○X○

ワイゼツカｰ�渦動環境�1944�〃�･渦渦動×後2�○○O△△○△△△○○○○

カイパｰ�渦乱流説�1951�〃�…○･3�○○○△△△○○○○○○○○○

シｰ�捕獲説�1906�"�銀河塊抵抗X･�O○○△○△○△

ダｰウイン�回転説�1910�無�太陽"遠心△･�×○O○△△○○×△×△

ジｰンズ�潮汐説�1916�"�･紐潮汐×･�△OOOO○△△O△×××O

ジェフリｰズ�衝突説�1929�〃�〃〃〃×〃3�△OO△○OX△×○

リットルトン�連星説�1936�〃�伴星･･×･�△OOO○△△O

惑星形成の時:後は太陽形歳の後地球の年令:単位は億年

同は太陽形成と同時

O:仮定を認めれぱ実現を予想できるもの△:定性的には可能でも定量的には疑問のもの

×:仮定を認めたとしても実現不可能なもの従って×印を一つでも含む説は不成立○印の多いものほど信用度が高い�


